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日本マーキュリー

いいた 1  5

かつては歌謡曲を中心としレコードレーベルとして名を馳せた日本マーキュリーが2010年に一

般社団法人 日本マーキュリーとして再始動した。その際にヘルスケア事業部を立ち上げ、健康

食品市場にも参入し、業界でも希有な亭L酸球菌BIO株を柱とした商品の販売、原料・OEM事業を

展開している。同原料の普及啓発に注力する代表理事の別所憲隆氏に話を聞いた。

<真の健康と美容づくりを 出会ったのは亭L酸球菌>
別所憲隆氏は、M・ ドリール創設のシャンバラの学校である

米国コロラドリ11立大学、ブラザーフッド大学でさまざまな哲学を

学んだ後、1998年 にシャンバラの学校の1つ としてBW「」形而

上学・神秘学を学べる平和学院 (※通信教育制)を設立・開

校。真理の知識普及に努め、同年に自然療法健康センターを

開設。2006年にはパーフェクトヨガのBVtt」 ヨガ学院を開院する

など多岐にわたる活動をしている。10年には米国ホノルル大学

連合客員教授 (健康自然科学)に就任するとともに名門レコー

ドレーベルである日本マーキュリーを(社 )日 本マーキュリーと

して再始動させた。(社 )日 本マーキュリー代表理事、別所憲隆

形而上学博士・健康科学博士と、肩書きを持つ。

同氏の経歴を簡単に説明したが、その活動はさまざま。活動

をするにあたって知識は増え続け、今回の原料にあたる手L酸

球菌BIO株に行き着いたという。「物質的に健康を回復させる方法として腸内の善玉菌・悪玉菌

のバランスを整えることで精神バランスも整ってくる」という結論に至るまでにはそう時間はかか

らなかった。そこから乳酸球菌BIO株を培養している研究所を探し、製品化の話を持ちかけた。

当初は「原料はあるが、市場にはほとんど出回つていない。一部薬品に使われたり、一部海外の

家畜の餌に利用されているくらい」と言われ、人体に良い影響を及ぼすまでには至らなかった。

そこで研究者と約半年間、試行錯誤を繰り返し、乳酸球菌BIO株 -10の 12乗 (lg中 に1兆個)の

熱処理加熱菌体を培養することに成功した。そして商品化されたのが、乳酸球菌BIO株を1包

(2g)あ たり1兆個以上含有した『乳酸球菌BIO-10の 12乗』、同1,000億個含有した『乳酸球菌BIO
-10の 11乗』だ。さらに乳酸球菌B10株を100gあたり2兆個以上含有したペット向け健康食品『乳

酸球菌BIO―P』 もインターネットによる直販や代理店経由などで販売している。

http:〃ib―kcnkojp/2012/10/bio_1029」 b1221 1.html
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